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新a 弓＝－
仁事

鍛砲百合貫生苗の後生解剖率的観察
Developmental anatomy of seedlings of出eeasもerIiJy 

(Lilium longiflorum; Thunb.) 

明 議 博

Hiroshi Myodo 

北海道大事農事部間基畢歎室

> 

鎮砲百合は本邦特産物として海外から需要される量には相嘗大なるものがありそのため本邦に於けるこ

れが栽培験出は既に明治中葉以来行はれてゐた。他方ぞの栽培並に植物準的基礎研究は従来案外少い質肢であ

り寧ろ海外殊に米圏に於て多〈研究がなされてゐることは吾人にとっては甚だ遺憾とすべきであって，此の種

研究は本邦に於てこそ賃撃に港行され以って特産地としての地位を保つべきであると考へる。

本報告は黒軸鎖砲百合 CLiliumlongiflorum var. t:i.kesiurn, Duchart.) の質生苗に就てぞの袈

芽時から第4葉伸長時迄に豆り各組織について行った護生解剖準的観察を記過したものである。

供試材担種子は昭和23年北大農墜部花弁園に於て栽培せる黒軸鍍砲百合から採集したものであってこれ

を採り播きし多季温室にて生育せしめたものであるa

観察はパラフイン埋波法による10ミグロンの microtome 切片をつくり顛酸鏡によって行ったが，材

斜の回定は Chamberlain氏液を用ひ，染色は Delafield氏 ha.emato:x::y 1 inによった．

I 種子並に紅、
銭砲百合種子は暗友褐色を呈しその蹴犬は屑平にして略圏扇形をなし，大いさは長さ 8mm，巾 7mm,

厚さ0.7～0.8mm｛＇立であってその周闇 1～2nunは種子F付属物としての薄い翼状膜となってゐるく第1圃〉。これよ

り内側の部分に医が含まれていて座は完全に伍乳によって包まれてゐる。種子1000粒重は採種後充分乾換せし

め貯醸せるものにあっ・て2.981gであった。

圧は大部分が稿屑卒な子葉から成ってゐ，厚さQ.3～0.4mm, 巾は子葉全長の中間部に於て最も麗く0.6

～0.8mmで、あるがこれより上方及下方に向って幾分細まってゐる。子葉下軸は略国筒形となるが此の鶴移部に

於てー側に些な凹みが認められる〈第2闘B・〉此の部分から下方は極〈短〈駈室長のよ位にしか混らない。
11 

前述の凹みは将来第2葉の議生ずる部分であるが護芽前の匹にあっては第2葉の原基は全く見られない。

此の部分に細胞分裂が活設信Lて第2葉原基が出来るのは甲祈完了庇護芽後7日目噴である（第IO園〉

幼根から千葉の尖端迄中央を！本の procambial str:mdが貫走してゐるのが見られる。即ち周圏の皮

暦細胞よりも巾細い細胞の東として容易に判別出来る（第2,3, 4園〉 ものであって凹みの部分の横断面を見

るとく第3圃〉一層の互に密に並んだ表皮細胞に次いで3～4暦の皮層細胞がある。これらは殆ど同大であるが

皮暦細胞の方は若干の細胞間績を有してゐる。その内側中央に楕固形をした中心柱があり此の中を

proc2.mbial strandが走ってゐる。褒芽直前の匹にあっては膜の肥厚により protoxylem として分化して

いるものはないが protopbloemは既に認られる〈第3圏 prpb)0

幼楳には尖端に一層の根冠細胞層が見られその内側に組織原始体として辿り得る3～4層の鞭に並ぶ細胞
群が見ら紅君。此の中最外層からは根冠が形成され，次の層からは表皮並に皮膚が，最内層からは中心桂が形

成されてゆくものである。

座乳は臨を完全に包んでゐ，その細胞膜が厚く内容物として SudanIII被染の油脂物を多量に含んで

ゐる＠
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第1園；種子並に内に包まる L肝の位置を示す。
f：種子周園の翼献膜 e：肝

第2圃；第1園a.,b, c，部位に於る横断面くA・B・C）を示す。
pg : procambial strand 

第3,4圃；援芽直前に於る第2閏B及C部の蹟大圏

1950年8月

• 

Ep：表皮 c：皮暦 ps : procambial strand prph：初生飾部

第5,6,7,8及9圃；蛮芽後2R自のYJ.植物σ圏〉，第5踊Ia部の中心柱横催国（6闘）， b苦i；く凹みの部分〉に於る横断面
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く7園〉及c部の横断面く8圃〉及d部に於る横断面く9園〉を示す。
第10,11圃；護芽後7日目の四階部の横断面に於て第2葉の分化く10園〉及第l根々 端の縦断面く11圃〉を示す。
h：第2葉原基 re：根冠 der：原表皮 peri：原皮唐 pler：）京中心桂．

’第12,13,14,15薗；護芽後25日目の動植物く12園入その凹陥部に於る横臨面く13園入 これより t5Jρ下方の横断
面く14圏〉及根の横断面く16園〉を示す。
12：第2葉原基 p:x.：初生木部 m.x：後生本部 ph：飾部 r2：第2根原基 Ep：表皮 c：皮膚
b：根毛 p：内鞘

第t6,17Zi1B圃；護芽後90日目に於る質生苗く16園〉，匹軸下部の中心柱横断面によって第2慢の維管東が医軸椎
管束に結びつく所く17箇〉及千葉下部中心桂の横断面により第2葉へ至る維管東の分離する所(18圃〉や
木部要素によって示す。
f2：第2根維管東 1:2鵠2葉ヘスる維管束

E 吉道 芽
後芽は子葉下音rs並に妊軌の部分の仲長によって幼根を種皮外に判1し出す，ヨえいで子葉下

部が仲出して来る。 25°(:3～壬5°0媛、温に於ける殻芽試験の結果は平均後芽日教が 14.11日であ

って充質せる種子であれば殆ど100%~＜：近い設芽歩合を示ナム

後芽後間も恕く凹みの直t子葉下部に於てと方へθ屈曲が起Dそのため幼根は下方へ

向く。凹みは種子が播かれる場合に上向き，下向きイ可れにもなるから此の凹みのある方向と

屈曲の起る方向とには関係がない。批の屈曲は仲出して来る子葉の上商と下面との伸長差に起

因するものであるから後芽初期にあってはその屈黙がト．方へやれて常に種子近くに見られる。

しかし子葉の長さが 1.5cm位とたクて仲長帯が子葉七万にも及ぶ頃に怒ると屈黙のと下に於け

る仲長が可成所畿になるから屈鮪は種子から遠さやかつて上方に持ち kげられる様陀怒る。屈思5

の l::hへのす＝れはしかし徐々に綾くので此θ屈貼と種子との距離が 1.5cm以上とたるととは少

い。然るに一方屈貼の下方に於ける子葉の伸長は旺盛に績くし，更に屈梨t~が上方ヘヂれるとと

等の篤柁屈貼 t部の子葉の部分にば地中に停る種子・との問に張力が加はり此の篤生長K伴ふJffi

乳の消耗によって廃筑と子葉尖端との間に緩みが出来弐第種子から抜け地tへ出る。此の後周

知の部分の屈曲も次第に持ち上り遂に甲析が完了する。後芽前の｝ffにあっては細胞の分裂像は

どの部分にも見られないが，後芽直後幼根がlmm程仲出した頃には幼~1~， ff:壬車市，子葉の全域に
亘りどの組織にも数多くの分裂像が見られる様になる。かくして幾芽後30～40日にして略甲析

が完了する。 ／ 

甲折が完了する頃には子葉は7～8cmの長さに濯し第一根も6～7cmになってゐる。護芽

初期を除いて子葉中最も旺盛に何1長する部分はその中間部であって尖端部は比較的早期に仲長 ／ 

を停止し，基部は徐々に遜く迄仲長を績ける。

I 本薬及側根のを達生
第2葉が子葉下部の凹みの部分K護生するのは甲折完了前子葉の長さが 2cm位となった

頃であって，皮j昔部細胞の若干のものに分裂が活液化しとれにヨたいで該部の表皮細胞にも分裂

が旺んとたって来弐第に凸出して来る（弟10,26闘〉。数日 Kして筏0.2mm位の園錐形。突起と

して伸長して来る示甲折完了の頃には径 0.6mm位となり長さは 3～4mmになるc 第2薬中の

procn.m bi al 8もrandから protoxylemの分化が見られるのはその長さが0.3mm程度に怒った頃で

あるが proもophioemはこれよ D若干早期に成熟してゐる。とれらは子業基部の子葉維管束の附

近にある柔細胞の分裂によって始まり第2薬中に進行してゆくものであって一方下部にては脹
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第19圃：譲事後9J日目の賓生苗に於る第2葉基音｜：の木部要素が第2葉へ人る3ケのグ、Jt.ープに分れるのを示す。

mb：第2葉中央維管東 lb：側方維管東 ps：新生ずる procambialstrand 

第20,21,22,23及24圃：設芽後150日目ι質生苗く2C閏〉， 第2葉〈横定ずる維管東の下方から第3根樟管東が合体
するところく21園入第3俣維管東合体後第2葉基音j5に於て玄維管東から第2葉維管東の分れたところく22

園入第2葉への中央官館東が中心柱から離挽するところく23直〉，以主木部要素により示す。第2根基部

ι於る繊曲部の縦断面く24畠〉を示す。
cot：子葉 h, l:;, 14：第2,3, 4葉 山 bs,lbs：第3葉中夫及側方維管東 rs：第3侵維管束

cr2：怪軸から第2葉基部ヘ横走すする維管東 Ep：表皮 co, ci：外部及内部皮層
cd：内容を失った内部皮屑 d：階浪部 pr, sr, Tr：第九第2及第3操 Ir：支根 s：中心柱

第25圃： J!E筑中千葉尖端辞遁導組織の譲蓮を縦断面によって示す。
t：［医導管

illlll維管束との聞に辿絡がとられるようになる。

第2葉の分化忙績いて直ちに第3葉が誕生する。とれは第2薬が 0.2mm位仲長せる時期に

就に認められるものであってモの位置は第2薬の護生位置より150P.程.I－.方である。
1 ’ 

葉序は否芝生初期lて於て互の場合が多く（第27国〉子葉陀正劃して第2薬が形成され第3薬

の位置は子棄の内側にたるo

扱てヨえに第？;f長が強生する時期は負~2葉の形成と殆ど同時に見られる。 その位置は第2薬

の幾生する凹みより400ρ程下位に蛍D，此の部分の匹軸中の pericycleに起源する。 Alli um 
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その直径0.3～0.4mm位であって1居の表皮細．織の内側陀3～4暦の皮屠を脊し中央陀は径soμ,
位の中心柱がある。此の中心桂の中陀於て子葉基部の凹みを含む直径上の雨端に相針して

protoxylemが形成され，これと直交する直径.I:の端部に protophloemが形成される〈第6闘〉。

proも0玄ylemが現れてからは急；速に内方に向って meta.xylemが増生されてゆき数日にして中

央を占有してしまふ。 protoxylemが形成される頃には皮居細胞の大いさは径30～40μ，に過ぎ

ないが幼根が5mm位に伸長する頃陀なるとその基部に於ける皮居細胞はその大いさを念激に

増して80～100μ，位に注り，根の直径は750μ，位とたる。此の頃に至って表皮細胞陀根毛として

突出するものが見られ，後伸長して50-100μ，の長さに濯する（第15固め。

甲折が完了する頃lてたると皮居の最内府即ち内皮細胞の肢が著るしく肥厚するのが認め

られ，との鴛内皮は皮居及その内側の pericycleと判然直別されるo しかし内皮の此の膜肥厚

はHE軸に入ると直ちに見られ友くなるo

甲折完了の此の時期陀なづτ根の皮居部の外側から2～3居の細胞がその内容を失って萎

縮するのが認められ，とれに次いで表皮細胞並に外部皮唐が部分的に内容を失ふ様陀なり此の

潟根の基部には些えに敏曲が見られる様になる（第24闘〉。

第2根の中心柱は普通三原型木部を有するが場合によっては二原型或は三原型であって

もその xylemplate の 1 ケが愛育不全で小さいもの（第28闘〉等が見られる。此庭~ proもox~lem

が分化するのほ第2根が皮屠を破ってlmm程仲出した頃であるo 又内皮細胞が膜肥厚をする

のは根長が1.5～2.0cmと怠った頃である（笥＇.； 28闘〕。第2根の太さはその成熟時に於て径 l.2mm

程となる。その長さがlOcm位になると支根を分岐するが此の頃基音JS~於て第 1棋の場合同様皮

府部細胞の萎縮による敏曲を生する様になる。しかしその銚は第1根に比して透に大きい（第

・24闘）。

第 3線の中心位は三原型求心木部を有し，皮居細胞は8-10｝甘並んで、ゐ，成熟すると第2

根のそれよ D更に大きな細胞となるから根の太さも一般に大で、第2根の1.5倍位と怠る。

以.I::何れの根にあってもとれが或る程度成熟すると支根を分岐する。との分岐は母娘中

心柱内の pericycle から愛生して来るものであって proto玄ylcm K接する細胞の分裂に起源し

内皮及皮府を破って仲出して来る。

葉及桜のイ司れに於ても proto玄ylemは勿論 metaxylem 陀あっても初期陀形成されるも

のは杢て spirn.lの股・肥厚が見られた。成熟が進んだ後になってはじめて reticulate及

sen.I arifonnの肥厚をたせるものが見られる様になった。

v 根より薬への維管束の追跡
ー甲折完了前の資生に就て根から子葉への維管束の追跡を前ると先づ二原型求心木部を示

す根から脹刺lヘ移る際凹み忙近き側の proもoxylemの形成が見られなくなP此の部分には次第
に増量する meta玄ylemが見られる。此の矯 proもoxylemはその反釘側だけに存在してとれを尖

端とする模型を示す木部が見られるo 護芽初期陀於てはその篤此の部の中心柱の横断面では恰

かも1ケの爾飾側立系住管束（n.mphi phloic l:undle）よりなるが如き視を呈する（第7闘〉。飾部要素

には併し大きなき選化なくそのま L臨車dJへ移る。子葉基部の凹みに近づくと me七nxylemの端部与

はその中央に於て木部要素を失ひ拾に柔細胞を入れて V字型となりこれが益々進行して遂には

pro加xyle~ <D部分も左右2ヶに分離す？る。従って側面に飾部を伴った2ケの維管束が出来る

（第13,14園〉。乙れが更に上方へ進んで子葉基部に至るとmet11xylemの部分は夫々 proもoxylem

12 ’ 
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百一 般向了ぬ~＇；；i(jl；~＇f1｛~P 用品
崎、~｝＇＇＂＇ '1 .. ~1Jlf1" 夙ミー一三告こ とギ

第26圃 ：蛮芽後7日目に於る第2葉護生部を透心機断面によって示す。
cot；子葉 hjp：匪軸 sl：回みの部分 ps~：第2葉へ至る procambial strand be：子葉基部の端部

第27圃 ：護芽使120日目く第2葉4cm伸長時〉の子葉基部から800ρ上方に於ける横甑面を示す。
cot：千葉 L2, L3：第2薬及第3葉 Mb, Lb：中央及側方維管東 Cb：乎葉維管東

第28圃 ：不完全護育を呈せる三原型求心維管東く第2根横断面〉
C：皮居 En：内皮 pc：内鞘 p:c：初生木部 l11X：後生木部 ph：飾部
px: 1：不完全護育をなせる初主木部

第29圃 ：第3葉くlcm長〉の平行服聞に蓮絡維管東が形成さる Lを示す。
cnb：連絡維管東 Lb：側方維管束 Mb：中央維管束

13 
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の位置を軸として相遠ざかる方向へ廻持してゆく。一方飾部はとれに伴って metn.xylemの方

向へ位置する様になる。かくして子葉へ入ヲて僅か上方へ進む中に2ケの内原型釘立維管束が

互に木部を向け合って配列する子葉維管束の形を完了するo Sargant わが多数の車千葉植物の

甲折に就きその stem加rooヤtransitionregionに於ける維管束の特移に就て述べてゐるととろに

よると Tulipaでは2ケの子葉維管束が原生木部を共有してゐるととが詑されてゐる。鍛砲百

合では併しかLる stageは極く少く 2ケの封立維管東が判然と隔離して子葉内にある（第8,

第27岡〉。

第2葉か3cm程度伸長せあ頃の質生首に於て第2根及第2葉への維管束の迫跡を試みる

と先づ第 2根は際1111~ 中にて子葉維管束の meも眠ylem が左右K開く部分にあってその V字型の

一翼に側方から結び勺いて来て此庭で中央陀バレンキマを容れた環献の維管束グル｛プが見ら

れる（第17岡〉。此の場合第2根の3ケの X!ylem plate3はイレンキマの介在によって互に離れ

との中座制1中心柱陀近きものから先づ結合し績いて他の維管束も京えびついて来る。第2根の木

部要素の中若干のものは此の結合に加はらないで、その位置に残るが此のものは僅かk部に於て

その格末を見る（第18[1丙｜〉。斯くして一旦瑛欣陀配列ひた維管束はその後直ちに子葉維管束の側

と新しく加った側とに半切され互に離れてゆく。即ち後者は第2葉の方向へ大きく廻縛してゆ

くく第18闘〉。とれらの維管束は子葉基部から離れ第2葉へ入るとと Lで間もたく三分し大きな

中央維管束と左右のそれより若干小さい維管束とになろ。前者は第2葉の中央維管束として後

者は夫々側方をt走するものである Of~I9闘。

ヨたに第4葉イヰl長時に於ける質－生苗に就き第3根並に第3葉にヨミる維管来の迫跡を試みる

に先づ第3根の維管京がjて逃の維管束に結びつくのは匹4i1［］維管束から分離して第2葉へヨミる維

管束が横走する途中に於てこれに下方から連絡する。即ち第31:Q：の三原型求心木部は先づ結合す

る方向に於て屑平な形となりこれが卜．方ヘー准むに従って中央の metnxylemを失ってパレンキ

マを此庭に深く入れる桜になる。そして結合直前にはV字型（第21闘〉の2ケの腕の端部か’ら

第2葉への維管束へ結びついてゆき，此民主で維管束がま襲JI犬陀配列する（第21,221給！〉。此の結合

に加らない第3根維管束が若干残るが此のものは僅か上方に於て終末する。と Lで環欣tて配列

した維替；＝束グノレ｛プは問も主主くパレンキマの介入によって 3 ケむ緋管束になるく5{~23fi副）。而し

てとれらは前illのごとく第 2 葉へ入るものである。此の場合設献花配列した重維倍、＝束から負~2

葉への苓跡が離脱する i療岐に第 2 葉側方維j符束の離脱黒占陀 1 ケ宛及中央維管束の出fl；脆思~の左右．

Kl ケ宛計4 ケの新しい維~；束の形成が見られる（第印刷 ps) とれからは杢て内原型木音lSを

有してゐる。とれらの中側方維管束の近くに形成されたものは間もなくその上方に於て相合し

て1ケの維管束となD，中央維管束の左右に出来たものも矢張り合して王ケとたるがその後間

もなく後者は明線方向に3分して中央の大きな維管束とそれよ D小さい側方の2ヶから成る様

になる。第3薬への薬跡が斯くして準備されるが先づ前者即ち銘2葉側方維管束の離脱貼泣く

に出来た維管束の合したものが第3葉中央維管束として玄中心柱から離脆L，とれに績いて先

に3分した維管束の中側方のものが夫夫左右から第3葉側方維管束として離脱する。此の場合

にも前回同様その離脱黙附近陀新しい維管束の形成が行はれ：言。

主主中心柱内に新生される維管束はそれが成熟すると問もたく此廃より離脱する維管束と

の聞に連絡づけられるものである。
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VI摘要

。銭飽百合寮生苗の護生及その内部形態に就き記述した。

2）第1根は二原型求心木部を者するが第2根は三原型J，不完全三原型及二原型の場合が見られ，第3慢は
三原型で‘あった。．

3）第2葉原基が形成されるのは甲析完了前子葉の長さが 2cm位になった頃である。

め第2根の護生l士郎軸中心桂内 pericycleの細胞の分裂にはじまるがその時期は第2葉の護生と殆ど同

時である。

め子葉中には2木の劉立維管東が相封して存在し分岐することなしに貫走ずる。第2奨及第3葉へは3本

の維管東が入るが葉組織の中でこれらの問に横の結合がなされ，叉分枝により畿本かの葉脈が新しく増加するe

の根は成熟すると皮膚の若干内部に於ける幾層かに内容を失って萎縮するものが出来，これに績いて外

部皮暦及表皮細胞が部分的に内容を失ふに至りその結果恨の表面に敏曲が見られる様になる。

7）何れの器官にあっても初期に形成される導管は全て spiralの膜肥厚をなす。成熟が進んだ佼にな

ってはじめて reticulate及 scalariformの膜肥厚が見られる様になった。

8）根から葉に至る維管束の氾跡を若干の護育時期に於て試みた。第2恨は直接手葉維管東に連絡するが

第3棋は直接には連絡がなL、。

9) procambial strandから維管東が成熟するのは節部要素の方が常に木部要素よりも早L、。
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Resume 

1) The development and structure of. Lilium longiflorwn seed! ings 3re described on several 

stages until the fourth leef ia elongating. 

2) The primary root is diarch, the secondary root is triarch, abortive triarch or diarch and 

the tertiary root is triarch. 

3) The primordium oftbe second leaf is formed when宅becotyledon has grown 2.bout 2cm. 

long. 

4) The secondary root originates i u the per icycl ic cells of the hypocotyl at tbc almost sa1冶e

time when the second led develops. 

ラ） Two collateral bundles situ:;-,te in the cotyledon ~md their xylem parts are facing. In ’the 

second and third leaves there run up three bundles parallel to et¥Cb other. Many conn← 
cting bundles and branche丹 ofthem are seen so as to increase the number of the leaf 

veins. 

6) Some inner cortical layers of the root lose their contents’upon it日maturationandもhenthe 

epidermic and outer cortic2.l cells degenerate partly, resulting in undulations on the 

日urfaceof the matured root. 

7) The membrane thickening of xylem elements in the early stage of development is always 

spiral but later both reticulate and日calP-riformthickenings are observed. 

8) Vascular traces from root to leaf were examined, the secondary root is connected directly 

with cotyledonary bundles in the hypocotyl but the tertiary root does not. 

9) The maturat:on of the protophlocm in the procamh-ial strand always precedes to the proto-

xylem and begins in the outermost part of the stele. 
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